
【概 要】

 「研究遂行の基礎的な素養・能力を持った大学院学生」による「研究インターンシップ」。「長期」かつ「有給」で、企業のジョブ（職
務）に挑戦・実践する。

 大学院の正規課程（修士課程・博士後期課程）の教育プログラムに「単位科目」として位置づけられる。希望する学生の選択制
（「選択必修科目」）。

 インターンシップの結果（学生情報）については、企業の採用選考活動に使用することが可能。企業の「ジョブ型採用」との円滑な
連結を図ることを期待。このため、本インターンシップは「教育目的」で行われるもの。そして、その挑戦・実践の成果については、企業
側も適切に評価し、採用選考活動に反映させることが出来る。

ジョブ型研究インターンシップの概要

【背 景】

「研究力強化・若手研究者支援総合パッケージ」（令和2年1月総合科学技術・イノベーション会議）にて、『企業との連携による長期有
給インターンシップの推進』、『博士課程学生の長期有給インターンシップの単位化・選択必修化の促進』が主要施策として位置づけら
れたことを踏まえ、文部科学省が関係府省（内閣府、経済産業省）の協力のもと、具体的なインターンシップ枠組み等を検討中。
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（注：上記イメージは、あくまで参考例。例えば、D２の間に長期インターンシップを行う場合。D1、D3でも設定可能）
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（注：上記イメージは、あくまで参考例。各大学において、どの時期、どのような方法で、ジョブ型研究インターンシップを行うことが効果的か、検討が必要）
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